
登別市の指定文化財や、市民から寄贈を受けた多
くの貴重な資料などが展示されています。片倉家
の江戸時代の武術書や移住の状況を記した「明治
二年以降片倉家北海道移住顛

てん

末
まつ

」は、市の指定文
化財に指定されています。

所在地　登別市中央町 6 -24- 1
詳 細　b0143-85-2460

所在地　登別市中央町 2 - 1 - 3
詳 細　b0143-85-2704

▲白石城がモデルの外観

▲刈田神社の外観 ▲開拓記念碑 ▲斉藤良知の墓

▲常設展示：武士たちの移住▲特別展示の様子

所在地　登別市片倉町 6 ｰ27
開館時間　【 4～10月】
　　　　10時～17時
　　　　【11～ 3 月】
　　　　10時～16時
休館日　月曜、年末年始
　　　　国民の祝日の翌日
入館料　大人190円
　　　　小・中学生60円
詳　細　b0143-88-1339 

北海道移住に関する太
だ

政
じょう

官
かん

令
れい

の実物など、貴重な
資料を展示しています。
11月16日㈰まで。

片倉景光夫妻が開拓の際
に使用していた野良着な
どを展示。登別市への移
住の様子も学べます。

片倉家の総守護神が祭ら
れており、境内には開拓
記念碑などがあります。

登別市への移住の際、リ
ーダーシップを発揮した
斉
さい

藤
とう

良
りょう

知
ち

。その墓が今も
寺の一角にあります。良
知は、白石区に移住した
佐藤孝郷の親戚であり、
白石区との歴史的なつな
がりを感じることができ
ます。

ぶ
な
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登
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市
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片
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が
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あ
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片
倉
家
の
歴
史
を
通
し
て
、

わ
が
ま
ち
「
白
石
」
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
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常設展示
「武士たちの移住」

特別展示「仙台藩士
片倉家の北海道移住」

登別市郷土資料館 クーポン
白石 4ページ

▲登別伊達時代村の入り口 ▲仙台の街並みを再現した通り

▲片倉小十郎屋敷

所在地　登別市中登別町53- 1
開村時間　【 4～10月】
　　　　 9時～17時
　　　　【11～ 3 月】
　　　　 9時～16時
休村日　なし（来年 3月 2日㈪～ 5日㈭は保守休業）
入村料　大人（中学生以上）2,900円
　　　　小学生1,500円、 4歳～未就学児600円
　　　　 3歳以下無料
詳　細　b0143-83-3311 

北の江戸とたたえられた仙台の街並みや風景を再
現。迫力のあるショーや四季折々のイベントなど
を通して、江戸時代の文化を楽しく遊びながら学
べます。忍者資料館や商家街、庶民の長屋などさ
まざまな江戸が垣間見られます。

片倉家が登別市に移住し
た際の苦難の歴史を、図
表などで見ることができ
ます。

建物は江戸時代の武家屋
敷をイメージ。屋敷内に
ある刀資料館では、刀の
成り立ちを学べます。

▲片倉史料館

片倉史料館 片倉小十郎屋敷

登別伊達時代村 クーポン
白石 4ページ
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